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を強調している。   
次項で「臨床の知」を理解するため、「北型  
の知」と「南型の知」を対比的に見てみたい。  
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り、全人格を一医師に委ねたわけでなく、健康   
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ができることを納得できた。   
私は糖尿病を専門としているので、糖尿病の   


































であろう。   
こう考えてくると、ヒポクラティスが医療の  
本質は r癒しのテクネー」と語ったことと少し  
も変わらないことになる。これをヒポクラティ  
スの再発見とでも言おうか。  








































も知れない。   
ノンバーバル（ことばによらない）・コミュ  





































（敬称略）などである。   
一時期、中国の古典小説が大変面白いと感じ  
たことがあった。百家争鳴というように、同じ  
ー7－   































人生にもしもはない、であろう。しかし、あ   
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